
2021年よりも、リバウンドし目標数値からは遠ざかってしまった。

一時的に削減できても、継続していくことができないと意味がないので、細かいルール作り、社員への周知

の徹底が必要といった課題が浮き彫りになった。
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２．廃棄物の削減

【2022年実績集計】

産廃ﾎﾞｯｸｽ（混合物）

埋立のため対象とする。→1部原料化へ

処理業者引取り後、分別処理、埋立される物も含まれるため対象とする。

廃ﾌﾟﾗ

木くず

原料化

燃料化

研磨ｶｽ（汚泥）

廃油水 燃料化

原料化

廃砥石（陶磁器）

2022年実績 151,020kg

107,966kg目標数値（2023年末までに）

2020年実績 539,830kg

2021年実績 125,730kg



【本社工場】

本社工場がリバウンドすると、会社全体に大きく影響している。

産廃ﾎﾞｯｸｽ（混合物）のリバウンドの影響が大きい。



【新城工場】

既に目標達成している。

すべてにおいて、順調に削減されているように思われる。



【御津工場】

すべてにおいて、順調に削減されているが、元々リサイクルできる廃棄物が少なかったため

目標数値まで削減するのは困難かもしれない。


